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福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
編
集
・
企
画

し
た
、
平
成
9
年
発
行

の
「
懐
か
し
の
愛
唱
歌

集
」
の
在
庫
が
ま
だ
あ

り
ま
す
。

　
「
博
多
祝
い
唄
」
ほ

か
、
全
1
1
0
曲
を

収
録
。
ご
希
望
の
方
は

各
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
を
と
お
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
︼

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

電
話 

７
１
３
︱

１
３
４
０ 一冊

¥1,000

懐
か
し
の
愛
唱
歌
集

 

販
売
し
て
い
ま
す

　

昨
年
7
月
に
発
生
し
た

九
州
北
部
豪
雨
の
義
援

金
を
各
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
募
り
、
合
計

60
万
2
0
0
0
円
（
平
成

29
年
11
月
22
日
現
在
）
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
市
老
連
に
託

さ
れ
た
義
援
金
は
、
11
月
30

日
（
木
）
に
福
岡
県
老
連
に

振
り
込
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

九
州
北
部
記
録
的
豪
雨

 

義
援
金
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人　

福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
岡
田
　
光
生

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
で
は
、
急
速

に
高
齢
化
が
進
み
、
国
民
の
4

人
に
一
人
が
65
歳
以
上
と
い

う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お

り
、
福
岡
市
で
も
、
平
成
37
年

に
は
65
歳
以
上
が
24
・
8
％
の

39
万
6
千
人
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、
福
岡
市

で
は
人
生
1
0
0
年
時
代
を

見
据
え
て
健
康
寿
命
の
延
伸
に

取
り
組
み
、
平
均
寿
命
と
健
康

寿
命
の
差
（
男
性
9
・
46
年
・

女
性
14
・
78
年
）
を
縮
め
る
こ

と
で
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
た
い
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
ど
も
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
も

「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三

大
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

高
齢
者
自
ら
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
お
互
い
が
健
康
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
、
地
域
で
支
え
合
う
仲
間
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
長
寿
の
喜
び

が
実
感
で
き
る
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

地
域
を
活
動
基
盤
と
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を
と
お
し
て
、

仲
間
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
た
幅
広
い
活
動
を
実
践

し
な
が
ら
、
健
康
で
元
気
な
高

齢
者
の
仲
間
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
老
連
で
は
、
「
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
を
消
滅
さ
せ
な

い
」
こ
と
を
基
本
に
、
会
員
増

強
運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
と

も
に
新
規
会
員
の
勧
誘
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
お

健
や
か
で
、
活
気
に
満
ち
溢

れ
、
充
実
し
た
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
に
お
元
気
で
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

老人クラブ連合会主催事業の実績報告
ねんりんピック秋田2017の報告と富山2018の紹介
交通安全・全老連活動賞表彰
消費生活センター啓発記事・よかドックのご案内
保健福祉大会（演芸発表会）実施報告
高齢者向けレシピ

詰碁・詰め将棋問題・解答
特集「七区の投稿」
全老連関連事業の報告・九州ブロックリーダー研修会
文芸欄「みんなの広場」・高齢者美術展講評
第47回福岡市高齢者美術展

【主 催】日本脳卒中協会 福岡県支部

【日 時】平成30年5月27日(日) 
　　　13：00～16：00

【場 所】エルガーラ7Ｆ 中ホール他
 （中央区天神1－4－2）

【講 師】岡田 靖先生
(日本脳卒中協会福岡県支部長)岡田 靖先生

ストップ！脳卒中
～未破裂脳動脈瘤の管理と認知症予防～

市民公開セミナー

ご来場をお待ちしています

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

赤コース 黄コース 青コース

優　勝 山本　雄三 岡部　正和 宇土　紘一
（中央区・35打） （博多区・24打） （東区・28打）

準優勝 中村　淑実 有田　義一 前田　弘文
（南区・35打） （南区・33打） （南区・35打）

第３位 橋本　捷齊 安達　保生 熊本　光吉
（西区・35打） （早良区・34打） （博多区・35打）

最高年齢者賞   男 性　　松原　了一　（96歳・西　区）
  女 性　　竹内　節子　（89歳・博多区）

ホールインワン賞　102本

※最高年齢者女性は、同じ生年月日で２名となりました

優　勝

第 1 コート 城南区 片　江
第 2 コート 博多区 オレンジ
第 3 コート 早良区 早良区チーム
第 4 コート 博多区 新和会Ｂ

最高年齢者賞
男　性 博多区 下田 國太郎　 91 歳

女　性
博多区 白垣 タツミ　 89 歳
博多区 田中 十三恵　 89 歳

囲　碁
市長賞 チャンピオン戦優勝 東　区 村岡　節夫 六段

市議会議長賞 三・四段戦優勝 西　区 渡瀬　公正 四段

市老連会長賞

初・二段戦優勝 西　区 甫守　達弘 二段
級位戦優勝 中央区 雜﨑　懋 ２級
チャンピオン戦準優勝 博多区 犬塚　武揚 五段
三・四段戦準優勝 東　区 長野　兵馬 四段
初・二段戦準優勝 博多区 篠原　平 二段
級位戦準優勝 東　区 岩永　義久 ２級

将　棋
市長賞 有段者戦優勝 南　区 小川　冨治 五段

市議会議長賞 級位戦優勝 南　区 小島　俊雄 ２級

市老連会長賞
有段者戦準優勝 早良区 木戸　一幸 二段
級位戦準優勝 城南区 永冶　建樹 １級

最高年齢者賞
囲　碁 早良区 田浦　義雄　87 歳 五段
将　棋 南　区 髙山　貞義　86 歳 初段

　

こ
の
大
会
は
、
多
く
の

高
齢
者
に
親
し
ま
れ
て
い

る
囲
碁
・
将
棋
を
通
じ
て

お
互
い
の
交
流
を
図
り
、

広
く
高
齢
者
の
仲
間
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
各
区
の
高

齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方

で
、
囲
碁
4
部
門
に
32

名
、
将
棋
2
部
門
に
30

名
、
計
62
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
囲
碁
は
8
名

第
46
回  

福
岡
市
高
齢
者
囲
碁
・
将
棋
大
会

開
催
日
：
平
成
29
年
7
月
26
日
（
水
）

会
場
：
福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
6
0
1
会
議
室

第
16
回  

福
岡
市
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
日
：
平
成
29
年
11
月
7
日
（
火
）　　

会　

場
：
中
央
区
舞
鶴
公
園　

球
技
場
・
野
球
場

　

中
央
区
・
南
区
を
除
く

5
区
の
16
チ
ー
ム
、
91
名

が
参
加
し
、
福
岡
市
高
齢

者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

各
区
福
祉
事
務
所
長
等

を
来
賓
に
迎
え
、
早
良
区

の
山
本
英
毅
さ
ん
、
石
井

和
子
さ
ん
の
選
手
宣
誓
、

岡
田
会
長
と
保
健
福
祉
局

髙
木
高
齢
社
会
部
長
な
ど

6
名
の
始
球
式
に
よ
り
、

競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
4
コ
ー

ト
に
分
か
れ
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

試
合
の
成
績
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

各
区
大
会
で
選
抜
さ

れ
た
3
6
8
名
が
、
試

合
を
通
し
て
相
互
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

岡
田
会
長
、
保
健
福
祉

局
髙
木
高
齢
社
会
部
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
各

区
福
祉
事
務
所
長
等
の

来
賓
紹
介
を
行
い
、
中
央

区
の
荻
野
昭
さ
ん
、
植

村
和
子
さ
ん
の
選
手
宣

誓
、
市
老
連
会
長
と
来
賓

の
始
球
式
の
あ
と
競
技

を
開
始
し
ま
し
た
。
参
加

パ
ー
ト
4
回
戦
の
ス
イ
ス

方
式
、
将
棋
は
今
回
初
め

て
16
名
パ
ー
ト
５
回
戦
の

ス
イ
ス
方
式
で
実
施
、
白

熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

第39回  福岡市高齢者ゲートボール大会
開催日：平成 29 年 10 月 5 日（木）
会　場：山王公園

者
は
、
3
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

　

試
合
の
成
績
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

�
（
敬
称
略
）
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田

2
0
1
7
は
「
秋
田
か
ら

つ
な
が
れ
！ 

つ
ら
な
れ
！ 

長
寿
の
輪
」
を
テ
ー
マ
に

全
国
か
ら
１
万
人
以
上
が

参
加
し
、
平
成
29
年
9
月

9
日
（
土
）
か
ら
12
日
（
火
）

ま
で
の
4
日
間
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
5
日
（
火
）

に
は
、
福
岡
市
役

所
講
堂
に
て
福
岡

市
選
手
団
結
団
式

が
行
わ
れ
、
選
手

代
表
と
し
て
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
の
神
﨑

仁
彰
さ
ん
が
力
強

い
決
意
表
明
を
行

い
ま
し
た
。
今
大

会
は
、
福
岡
市
選

手
団
の
岡
田
光
生
団
長
以

下
、
総
勢
1
3
3
名
が
ス

ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
等
8
種
目
）、
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
等
7
種
目
）、
文
化
交
流

大
会
（
囲
碁
等
3
種
目
）

の
合
計
18
種
目
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

秋
田
県
立
中
央
公
園
陸

上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た

総
合
開
会
式
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
岡
田
光
生
団
長
以

下
、
福
岡
市
選
手
団
が
地

元
小
学
生
の
「
秋
田
ま
ご

こ
ろ
K
I
D
S
」
か
ら
送

ら
れ
た
横
断
幕
を
掲
げ
行

進
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
、

将
棋
の
4
交
流
大
会
に
は
、

昨
年
度
の
市
老
連
大
会
の

上
位
入
賞
チ
ー
ム
や
上
位

入
賞
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

秋
田
県
内
各
地
で
開
催
さ

れ
た
10
日
（
日
）、11
日
（
月
）

の
交
流
大
会
で
は
、
卓
球
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム

が
優
秀
賞
を
獲
得
さ
れ
、

ゴ
ル
フ
と
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
は
最
高
齢
者

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
秋
田
県
立
美
術
館
」
や

「
秋
田
県
総
合
生
活
文
化

会
館
ア
ト
リ
オ
ン
」
で
開

催
さ
れ
た
美
術
展
に
は
、

昨
年
度
の
福
岡
市
高
齢
者

美
術
展
の
特
別
賞
と
金
賞

受
賞
者
の
作
品
8
点
を
出

品
し
ま
し
た
。
受
賞
は
逃

し
ま
し
た
が
、
来
場
者
の

方
々
を
魅
了
さ
せ
る
作
品

の
数
々
で
し
た
。

福岡市選手団入場行進

「秋田まごころ KIDS」との交流

福
岡
市
選
手
団

 

多
く
の
種
目
で
活
躍

ねんりんピック秋田 2017

　ねんりんピックの参加は「全国健康

福祉祭参加事業福岡市実行委員会」で

実施しています。

　今年の「ねんりんピック富山 2018」は、

11 月 3 日 ( 土 ) か ら 6 日 ( 火 ) の 日 程

で 27 種目の交流大会が開催されます。

このうち俳句・川柳については募集句

があります。募集は 6 月頃になります。

会員の皆さんも奮ってご応募ください。

　応募要領は、3 月下旬ごろに市老連

ホームページに掲載します。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山
2
0
1
8
で
の

開
催
種
目
お
よ
び
開
催
市
町
村

今年は富山県で開催

【お問い合わせ先】
市老連事務局（TEL 713 －1340）

ねんりんピック富山2018

【主な成績】

種　　　目 表　彰　内　容

卓　　　球 団体戦：1 位グループ優秀賞（10 位）
ゲートボール 団体戦：優秀賞（8 位）
将　　　棋 個人戦：ブロック 3 位

ゴルフ 最高齢者賞：南区　西岡 秀 　84 歳
ラグビーフットボール 最高齢者賞：東区　池田 一徳 88 歳

※優秀賞は優勝、準優勝、第 3 位に次ぐ表彰
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

今回は３名の方が受賞されました。おめでとうございます。全老連活動賞表彰（全老連会長表彰）

ボランティア活動部門

　横浜西防犯パトロール班代表の横浜舞鶴会副会長他
5 名は、平成 10 年 4 月から 19 年間、小学校の登校日、
風雨が強い日も寒い日も児童の安全確保のために毎日、
交差点で誘導を行ってきた。
　この間、横断の誘導をされている箇所では交通事故は
発生しておらず、児童の保護者、学校関係者からも大い
に感謝されている。

【西区　玄洋校区　横浜舞鶴会】会長　今西　小夜子 　子どもたちのあいさつの励行
や感謝の心を育むことに大きく
寄与し、地域コミュニティの醸
成にも多大な効果をもたらして
おり、 活動の継続から児童は道路横断時に一旦止まっ
て、左右を確認することや朝のあいさつが進んでできて
いる。また、6 年生は卒業時に感謝の手紙やメッセージ
を書いた額をメンバーに渡し、メンバーも卒業のお祝い
の言葉や激励の言葉を書いた手紙を渡している。

　

歩
行
中
や
自
転
車
や
自
動
車
の
運
転
中
、
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
が
事
故
を
招
き
ま
す
。「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

「
ず
っ
と
こ
れ
で
や
っ
て
き
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
次
の
よ
う
な
高
齢
者
の
事
故
が
増
え
て

い
ま
す
。
日
頃
か
ら
交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
事
故
が
多
い

高
齢
者
の

福岡県警からのお知らせ

1、 野芥校区老人クラブ連合会は「住んでよかった野芥
の町」をテーマに、クラブを結成。以来、30 年にわ
たり「健康づくり活動」に積極的に取り組んでいる。

2、 地元の油山病院との交流を行い、 油山病院医師を講
師に「認知症予防の健康教室」を毎年開催している。

3、 校区老連の主な健康づくり活動としては、 ①校区春
秋のグラウンド・ゴルフ大会 ( 年 2 回 )、②単位クラ
ブ対抗校区ダーツ大会 ( 毎月 )　③ウォーキング大会
( 年 1 回 )

4、 10 年前から「ついで隊」を結成。健康づくりを兼ね
て 小 学 生 の 下 校 時 の 見 守 り や 交 通 安 全 パ ト ロ ー ル、
ウォーキングを行っている。

健康づくり活動部門
【早良区　野芥校区老人クラブ連合会】会長　宮成　鏡二

ボランティア活動部門

　警固丘陵の東に広がる地域で、先祖代々住んでいる住
民と、真新しいマンションの住民とが共存する地域であ
り、老人クラブの活動が難しい地域である。
　平成 24 年度に就任した会長のもと、市の清掃のみで
雑草が生い茂り、 荒れ放題の警固 1 号公園を憩いの公
園に変えようと月 2 回の清掃を始めた。 
　会員 15 名余りで草刈り機を自費で購入し、清掃・美
化に取り組んでいる。年 24 回、延べ 200 人が関わって
いる。
　現在、 花壇には花が咲
き乱れ、 住民の憩いの場
に生まれ変わっている。

【中央区　警固校区　萬寿会】会長　明石　國治
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

困ったことがあれば消費生活センター相談コーナー
☎ 092-781-0999へご相談ください

不用品回収を依頼したところ「高額の料金を請求された」「見積
りと異なる料金を請求された」などの相談が寄せられています。

　「不用品を無料で回収する」とトラックでアナウンスしてい
た業者を呼びとめて回収を依頼したところ、次々とトラックに
積み込まれ 5 万円を請求された。話が違うと抗議するとリサイ
クル料金がかかると威圧的に言われ仕方なく支払った。

事例1

　軽トラック 1 台分 1 万円からとの
不用品回収チラシが入っていたため、
食器棚やテーブルの処分を依頼した。
業者は来るなり見積りもなしに次々
に家具を運び出し、全てをトラックに
積み終えた後に、19 万円を請求して
きた。高額で払えないと業者に訴えた
が、16 万円を支払わされた。

事例2

不用品回収チラシに
要注意！

このようなことがあった時は…

◎ 不用品回収業者が無料回収をうたっていても、回収時に料金を請求
されるケースがあるので注意しましょう。

◎ 不用品の回収・運搬は市の許可を受けた業者しか行えません。
安易に投げ込みチラシの不用品回収業者に依頼をすると、トラ
ブルになりやすいので注意が必要です。粗大ごみや家電製品な
どは、市のルールに従って適切に処分しましょう。

◎ 業者が作業に取り掛かる前に、しっかりと見積もりを取り料金
を確認しましょう。料金に納得がいかなければきっぱりと断り
ましょう。

◎ 自宅まで来てもらい不用品の回収を断った場合、キャンセル料
等を請求されることがあります。事前にしっかりと費用の有無
を確認しましょう。

【アドバイス】

よかドック
みんなで受けよう！

（福岡市国民健康保険の特定健診）

身体測定・血圧測定・尿検査
血液検査（コレステロール・血糖・肝機能・尿酸・
クレアチニン・貧血）

心電図検査・問診など

検査内容

500円
※ただし、平成 29 年度中に 40 歳になる人（S52.4.1
～ S53.3.31 生まれ）、または 50 歳になる人（S42.4.1
～ S43.3.31 生まれ）、満 70 ～ 74 歳の人、市県民税
非課税世帯（要証明書）の人は無料

《保険証をお忘れなく！》

料　金

40 ～ 74歳の福岡市国民健康保険加入者
（平成 30 年 3 月 31 日までに 40 歳になる人は 39 歳 
 でも受けられます）
※治療中の方も受診できます。

対　象

よかドックのご案内 検 索

よかドックは毎年度
（4月1日～3月31日）に1回
受診できます。

保健福祉センター（保健所）・公民館等（実施区）での検
診予約ができます。保険証を準備してご予約ください。

◆集団予約センター◆
TEL 0120-985-902
FAX 0120-931-869

【受付日時】
平日 9 時～ 17 時

よかドックについてのお問い合わせ
◆よかドックご案内センター◆
TEL 092-711-4826
FAX 092-733-5756

登録医療機関を
ご案内します

お問い合わせ

通常10,000円程度の
検査内容です。
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

髙島市長あいさつ

百歳お祝い状贈呈

　

福
岡
市
、
福
岡
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
福
岡
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

す
る
本
大
会
は
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の

方
々
を
祝
福
し
、
高
齢
者

の
保
健
福
祉
に
対
す
る
市

民
の
理
解
を
よ
り
一
層
深

め
る
た
め
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

9
月
1
日
（
金
）
の
大

会
当
日
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
朝
か
ら
大
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
多
く
の

方
々
が
、
会
場
入
り
口
に

並
ば
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
式
典
で
、
国

歌
斉
唱
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
、
大
会
名
誉
会
長
の
髙

島
市
長
あ
い
さ
つ
、
岡
田

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

あ
い
さ
つ
の
後
、
百
歳
を

迎
え
ら
れ
た
方
を
代
表
し

て
、
早
良
区
の
三
方
静
子

さ
ん
と
、
西
区
の
吉
田
幸

道
さ
ん
へ
大
会
名
誉
会
長

の
福
岡
市
長
と
市
社
協
会

長
か
ら
お
祝
い
状
と
花
束

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
老
連
会
長

か
ら
会
員
増
で
成
果
を
上

げ
た
60
団
体
に
「
会
員
増

強
運
動
特
別
賞
」
の
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
「
高
齢
者
演

芸
発
表
会
」
が
行
わ
れ
、

７
区
の
大
会
か
ら
選
抜
さ

れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
24
団
体

と
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
園
が
参
加
。
素
晴
ら
し

い
演
技
が
次
々
と
披
露
さ

れ
、
約
1
6
0
0
名
の
観

客
に
、
笑
い
や
感
動
を
与

え
る
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
で

 

会
場
を
魅
了

第 55 回
福岡市高齢者保健福祉大会

平成29年9月1日（金）
福岡市民会館
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

高齢者向け
レシピ

鍋ひとつで簡単、ほっこり温まる！

鮭とかぶのミルクみそ雑炊

ご　飯 150 ｇ

刺身用鮭 70 ｇ
( 骨を取る手間がないので
　切り身よりおすすめです )

かぶとかぶの葉 80 ｇ
しめじ 60 ｇ
だ　し 150 ml
み　そ 小さじ 2
牛　乳 100 ml
白ごま 小さじ半分

材料と分量（１人分）

【１人分栄養価】

① 鍋でだしを煮立て、食べやすい大き
さに切ったかぶ、石づきを取りほぐ
したしめじを入れて煮る。

② 一口大に切った鮭を入れて火が通っ
たら、かぶの葉を加え、みそを溶き入
れる。

③ 牛乳とご飯を入れ、ひと煮たちした
ら、器に盛り、白ごまをふりかけて、
出来上がり。

エネルギー 523kcal
たんぱく質 25.3ｇ
脂質 14.9ｇ
食塩相当量 1.6ｇ
カルシウム 226mｇ

【１人分栄養価】

作り方

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 〔
黒
先
白
死
〕

詰
碁
の
第
一
着
は

「
急
所
の
オ
キ
」か「
死
は
ハ
ネ

に
あ
り
」の
手
筋
が
多
い
。

詰
碁
問
題

出
題
者

　大
和

　一
智

　最
後
は
金
打
ち
で
す
。

　4　3　2　1
一
　二

　三

　四

　五

　六

　

解
答
は
11
ペ
ー
ジ

出
題
者

　小
宮

　信
行

持
駒  

金

　銀

　桂  （
9
手
詰
）

詰
将
棋
問
題歩

桂
銀
歩

角玉
金

飛

銀
歩

歩

ヒ
ン
ト

歩

桂
銀
歩

角玉
金

飛

銀
歩

歩

　

高
齢
に
な
っ
た
ら
粗
食
で
い

い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た

調
理
が
面
倒
で
、
ご
飯
と
お
漬
物

だ
け
、
菓
子
パ
ン
だ
け
⋮
な
ど

単
品
も
の
で
済
ま
せ
て
い
ま
せ

ん
か
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続

く
と
、
体
に
必
要
な
栄
養
素
が

不
足
気
味
に
な
り
「
や
せ
」
や
「
低

栄
養
」
を
招
く
危
険
が
高
ま
り
ま

す
。
健
康
で
い
つ
ま
で
も
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
し
っ

か
り
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

少
量
ず
つ
で
も
多
様
な
食
品
を

組
み
合
わ
せ
て
、
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
ま
し
ょ
う
。
味

付
け
は
減
塩
で
、
外
食
や
調
理
・

加
工
食
品
な
ど
を
上
手
に
利
用

す
る
と
、
無
理
な
く
主
食
・
主
菜
・

副
菜
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

鮭
と
か
ぶ
の
ミ
ル
ク
み
そ
雑

炊
は
一
皿
で
主
食
・
主
菜
・
副

菜
の
そ
ろ
っ
た
簡
単
料
理
で
す
。

牛
乳
を
加
え
る
と
、
コ
ク
と
旨
味

が
プ
ラ
ス
さ
れ
、
不
足
し
が
ち
な

カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
え
、
お
い
し

く
減
塩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

魚
や
き
の
こ
類
に
多
く
含
ま
れ

る
ビ
タ
ミ
ン
D
は
、
カ
ル
シ
ウ

ム
の
吸
収
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

か
ぶ
の
や
さ
し
い
甘
さ
で
ほ
っ

こ
り
温
ま
る
雑
炊
で
す
。
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区の七七七
投稿

特集

東
区

私
と
老
人
ク
ラ
ブ

県
住
高
須
磨
ク
ラ
ブ

 

原
田　

節
子

　

思
い
起
こ
せ
ば
12
年

前
、
63
歳
だ
っ
た
私
は
ご

近
所
の
奥
様
に
誘
わ
れ
て

何
と
な
く
老
人
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
た
。
早
速
「
あ
な

た
は
若
い
か
ら
女
性
部
長

に
な
っ
て
」
と
頼
ま
れ
、

簡
単
に
引
き
受
け
た
も
の

の
、
急
に
前
の
会
長
が
辞

さ
れ
、
私
に
会
長
と
い
う

役
目
が
回
っ
て
く
る
と
は

夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
。

そ
の
う
え
、
校
区
老
ク
連

の
会
長
改
選
と
重
な
り
、

す
っ
た
も
ん
だ
の
挙
句
に

こ
の
役
職
ま
で
さ
せ
ら
れ

る
ハ
メ
に
な
り
、
当
時
は

何
を
ど
う
す
る
の
か
全
く

分
か
ら
な
か
っ
た
。

　

長
い
間
、
外
に
働
き
に

出
て
い
た
私
は
、
ご
近
所

と
の
付
き
合
い
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
地
域
の
公
民
館

は
選
挙
の
時
、
投
票
に
行

く
場
所
ぐ
ら
い
の
認
識
し

か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か

っ
た
。

　

そ
ん
な
私
が
12
年
も
の

年
月
を
会
長
職
と
し
て
務

め
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
先
輩
方
の
フ
ォ
ロ
ー

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
と

思
う
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
も
ダ
ー
ツ
も
触
っ
た

こ
と
が
な
い
私
。
先
輩
方

か
ら
競
技
の
ル
ー
ル
か
ら

ク
ラ
ブ
の
振
り
方
と
一
か

ら
十
ま
で
指
導
し
て
も
ら

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

先
輩
方
も
一
人
去
り
（
逝

去
）、
二
人
去
り
（
ホ
ー

ム
）、
す
っ
か
り
古
株
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
私
。
会

員
数
30
名
足
ら
ず
の
ク
ラ

ブ
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で

は
54
名
と
人
数
も
増
え

た
。
周
り
を
見
渡
せ
ば
元

気
な
高
齢
者
も
増
え
、
早

く
次
の
会
長
を
探
さ
ね
ば

と
思
い
つ
つ
、
毎
月
、
ふ

れ
合
い
サ
ロ
ン
や
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
各
所
へ
の
バ
ス

ツ
ア
ー
と
自
分
で
企
画
し

た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ

れ
て
い
る
。

　

夜
、
休
む
前
に
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
帳
を
見
て
明
日
の

予
定
を
確
認
し
、︻
今
日

の
予
定
︼
と
大
き
く
メ
モ

し
て
テ
レ
ビ
に
張
り
付
け

て
お
か
ね
ば
、
翌
朝
目
覚

め
た
と
き
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
最
近
の
私
。
も
う

一
つ
心
配
な
の
は
、
今
の

と
こ
ろ
元
気
で
い
る
夫
の

こ
と
。
声
だ
け
は
大
き
い

が
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た

夫
（
86
歳
）。
毎
日
ど
こ

か
へ
出
か
け
る
が
、
無
事

夕
方
に
な
る
と
元
気
に
帰

っ
て
く
る
姿
を
見
て
ほ
っ

と
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。

　

私
は
昭
和
2
年
元
日
生

ま
れ
で
す
。
昭
和
元
年
に

は
1
月
1
日
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
私
は
昭
和
で
初

め
て
の
元
日
生
ま
れ
で

す
。

　

暦
を
昭
和
に
読
み
替
え

る
と
、
今
は
昭
和
92
年
を

生
き
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
あ
と
8
年
で
昭
和

1
0
0
年
の
カ
レ
ン
ダ

ー
を
め
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

私
は
終
戦
間
近
、
長
崎

県
大
村
市
に
あ
る
第
21
海

軍
航
空
廠
に
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
。
小
さ
い
私
は

本
当
に
子
ど
も
で
し
た
。

昭
和
19
年
10
月
25
日
、
東

洋
一
と
言
わ
れ
て
い
た
航

空
廠
の
工
場
は
Ｂ
ー
29
の

78
機
に
よ
る
爆
撃
を
受
け

ま
し
た
。
数
日
続
い
た
爆

撃
で
、
工
員
と
し
て
働
い

て
い
た
子
ど
も
の
よ
う
な

同
級
生
た
ち
も
大
勢
亡
く

　

高
齢
社
会
は
今
後
ま
す

ま
す
介
護
人
材
不
足
、
孤

独
、
閉
じ
こ
も
り
、
高
齢

者
を
狙
っ
た
詐
欺
等
の
課

題
が
あ
る
中
、
今
後
強
化

す
べ
き
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
解
散
、
退
会
、
会
員
減

博 多 区
冷泉地区老人クラブ連合会の

課題と改善策
冷泉地区老人クラブ連合会
 会長　中尾　敏勝

中
央
区

昭
和
1
0
1
年
を
見
た
い

舞
鶴
校
区
　
第
二
松
寿
会

 

佐
藤　

満

少
の
防
止
。
そ
の
対
応
策

の
一
例
と
し
て
冷
泉
地
区

老
連
の
事
例
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

　

28
年
度
１
ク
ラ
ブ
会
員

85
名
の
運
営
は
、
会
員
の

お
世
話
、
会
計
処
理
の
制

約
、
区
・
自
治
協
の
２
重

監
査
等
役
員
の
負
担
は
大

き
く
、
２
ク
ラ
ブ
へ
の
独

立
に
よ
り
役
員
の
負
担

減
、
資
金
の
改
善
、
さ
ら

に
業
務
の
標
準
化
と
し

て
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会

計
簿
を
採
用
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
化
し
て
、
会
計
担
当

は
通
帳
の
管
理
の
み
に
し

ま
し
た
。

　

地
域
密
着
度
を
高
め
た

ク
ラ
ブ
づ
く
り
は
会
員
間

が
顔
見
知
り
に
な
り
、
防

犯
、
防
災
、
友
愛
活
動
の

円
滑
化
、
子
ど
も
の
見
守

り
等
の
社
会
貢
献
が
期
待

で
き
ま
す
。
健
康
づ
く
り

の
基
本
は
生
き
が
い
づ
く

り
、
食
べ
物
、
運
動
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

私
た
ち
は
同
好
会
づ
く
り

が
健
康
づ
く
り
、
会
員
増

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
、

重
点
目
標
に
し
ま
し
た
。

　

趣
味
の
会
員
は
家
族
、

友
人
の
絆
を
太
く
し
、
高

み
の
技
術
を
目
指
す
人

は
指
導
者
と
し
て
社
会
貢

献
、
生
産
者
と
し
て
地
元

の
特
産
品
づ
く
り
で
地
域

に
貢
献
。
生
き
が
い
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
健
康
意
識

が
高
ま
り
、
食
べ
物
、
運

動
に
留
意
、
健
康
づ
く
り

に
励
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

現
在
、
同
好
会
は
今
ま

で
の
ダ
ー
ツ
の
み
か
ら
手

芸
、
民
舞
、
詩
吟
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
増
や

し
活
動
し
て
い
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。

　

記
録
で
は
、
昭
和
20
年

に
終
わ
っ
た
あ
の
戦
争
で

3
0
0
万
人
と
も
い
わ

れ
る
方
々
が
、
命
を
失
っ

て
い
ま
す
。
父
母
兄
弟
を

亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち
も

大
勢
い
ま
す
。
私
は
幸
い

に
も
今
日
ま
で
無
事
に
生

き
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
京
都
に
行
き
ま

し
た
。
幕
末
の
志
士
達
ゆ

か
り
の
地
を
巡
り
、
石
碑

に
刻
ま
れ
た
名
を
見
て
は

感
激
し
て
き
ま
し
た
。
新

し
い
日
本
を
作
る
た
め
に

都
に
集
ま
り
、
志
を
遂
げ

る
前
に
亡
く
な
っ
た
有

名
、
無
名
の
若
者
た
ち
と

亡
く
な
っ
た
私
の
同
級
生
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

田隈校区
老人クラブ連合会の活動
田隈校区老人クラブ連合会
 副会長　石橋　直由

西
区

大
伴
旅
人
が
好
き

壱
岐
校
区
　
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ

 

松
尾　

輝
彦

南
区

カ
ラ
オ
ケ
で
つ
な
が
る
縁
結
び

野
多
目
校
区
　
親
和
会
　
会
長 

勝
野　

宗
朗

　

田
隈
校
区
老
ク
連
は
、

毎
月
3
ク
ラ
ブ
ご
と
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
例

会
を
田
隈
中
公
園
で
開
催

し
、
20
～
30
名
が
情
報
交

換
を
し
た
り
、
日
常
生
活

に
つ
い
て
話
を
し
な
が
ら

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

　

春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
に
は
今
年
度
は

75
名
が
参
加
し
、
2
コ
ー

ト
で
団
体
戦
と
個
人
戦
を

行
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
が
出
る
と
各
コ
ー

ト
で
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。

　

私
は
趣
味
と
し
て
こ
こ

六
年
間
万
葉
集
の
勉
強
を

続
け
て
い
る
。
カ
ル
チ
ャ

ー
セ
ン
タ
ー
で
学
び
つ

つ
、
自
学
自
習
も
し
て
い

る
。
万
葉
集
約
四
千
五
百

首
中
、
約
四
百
首
が
北
部

九
州
に
関
係
す
る
歌
で
あ

り
、
中
で
も
当
時
大だ

ざ
い
の
そ
ち

宰
帥

の
大
伴
旅
人
と
筑
紫
守
の

山
上
憶
良
の
歌
が
有
名

だ
。
旅
人
は
太
宰
府
に
足

掛
け
三
年
勤
務
し
、
そ
の

配
下
の
一
人
が
憶
良
だ
っ

た
の
だ
。
旅
人
は
万
葉
集

を
編
纂
し
た
大
伴
家
持
の

父
で
も
あ
る
。
家
持
も
父

母
と
一
緒
に
太
宰
府
に
来

て
い
た
と
さ
れ
る
。
教
科

書
に
も
出
て
く
る
旅
人
、

憶
良
、
家
持
が
近
く
の
太

宰
府
市
に
昔
い
た
の
か
と

思
う
と
、
彼
ら
に
親
近
感

が
増
し
、
特
に
旅
人
が
好

き
に
な
っ
た
。

　

旅
人
太
宰
府
作
で
私

の
気
に
入
り
の
歌
は
、

「
橘
の
花
散
る
里
の
ほ
と

と
ぎ
す
片
恋
し
つ
つ
鳴

く
日
し
ぞ
多
き
（
巻
第

八
・
一
四
七
三
）」
だ
。
大

和
か
ら
同
伴
し
て
来
た

妻
を
亡
く
し
た
時
の
歌

で
、
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
に

悲
し
み
泣
く
我
が
身
を

擬
え
て
い
る
。
妻
へ
の

情
愛
が
伝
わ
り
、
胸
を
打

つ
。
旅
人
に
は
讃
酒
十
三

首
と
い
う
の
が
あ
る
。
読

む
と
彼
が
相
当
な
酒
好

き
の
教
養
人
だ
っ
た
こ

と
が
分
か
る
。
一
方
、
酒

飲
み
の
愚
痴
や
悪
口
の

よ
う
な
歌
も
含
ま
れ
、
日

本
の
赤
提
灯
文
化
の
原

点
は
旅
人
か
な
と
私
は

秘
か
に
思
う
。
旅
人
は
い

い
ね
。

　

平
成
29
年
10
月
18
日
、

親
和
会
の
メ
ン
バ
ー
17

名
で
日
帰
り
旅
行
に
出

か
け
ま
し
た
。
視
察
先
は

熊
本
市
の
田
原
坂
公
園

で
す
。
送
迎
バ
ス
に
ゆ
ら

れ
る
こ
と
1
時
間
30
分
。

到
着
し
た
田
原
坂
公
園

は
、
明
治
10
年
に
勃
発
し

た
西
南
戦
争
の
激
戦
地

で
す
。
1
万
4
千
人
も
の

慰
霊
碑
や
砲
弾
の
跡
が

生
々
し
く
残
る
弾
痕
の

家
を
み
る
と
、
当
時
の
激

し
い
戦
い
の
様
子
が
思

い
浮
か
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
観
光
名
所
の

疋
野
神
社
を
見
学
し
て
、

お
目
当
て
（
？
）
の
昼
食

会
場
へ
。
3
8
1
0
円

の
シ
ル
バ
ー
会
席
に
舌

鼓
を
う
ち
、
食
事
の
後
は

サ
ー
ビ
ス
の
カ
ラ
オ
ケ

三
昧
、
お
風
呂
も
サ
ー
ビ

ス
⋮
心
も
体
も
洗
わ
れ

　

秋
に
は
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ

大
会
を
田
隈
小
学
校
体
育

館
で
開
催
。
今
年
度
は
87

名
が
6
班
に
分
か
れ
て
カ

ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
の
団
体

戦
と
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ

ッ
ト
の
個
人
戦
で
、
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昨
年
1
月
に
は
、
会
員

が
誰
で
も
参
加
で
き
る

「
新
春
の
集
い
」
に
97
名

が
参
加
。
福
引
や
各
ク
ラ

ブ
の
出
し
物
で
に
ぎ
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

9
月
20
日
の
社
会
奉
仕

の
日
に
は
、
小
学
校
内
の

鎮
魂
碑
、
田
隈
中
公
園
、

ふ
れ
あ
い
農
園
の
清
掃
を

実
施
。
10
月
に
は
三
世
代

交
流
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
。
2
月
に
は
民
生
児

童
委
員
と
の
交
流
会
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
の
美
化
運

動
と
し
て
、
公
園
の
定
期

的
な
清
掃
の
ほ
か
、
年
に

数
回
、
集
会
所
前
や
公

園
、
桜
並
木
等
の
花
壇
に

花
を
植
え
て
、
美
し
い
街

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ほ
か
に
、
校
区
「
老
ク

連
だ
よ
り
」
を
年
2
回
発

行
し
、
会
員
増
強
に
努
め

る
な
ど
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

早 良 区

た
ち
は
あ
の
世
と
や
ら
で

何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

昭
和
1
0
1
年
1
月

1
日
に
な
っ
た
ら
、
私
は

1
0
0
歳
で
す
。
私
と

誕
生
日
が
同
じ
方
も
ど
こ

か
に
い
る
は
ず
で
す
。
そ

の
日
に
な
っ
た
ら
、
そ
の

方
の
1
0
0
年
間
の
思

い
出
話
を
伺
い
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
ま

で
松
寿
会
の
皆
様
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽

し
く
生
き
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

る
よ
う
な
ひ
と
と
き
で

し
た
。

　

余
談
で
す
が
、
来
る
11

月
28
日
、
20
名
の
参
加
者

が
そ
れ
ぞ
れ
3
曲
ず
つ

歌
う
、
大
カ
ラ
オ
ケ
忘
年

発
表
会
を
挙
行
い
た
し

ま
す
。
今
頃
は
各
々
が
発

表
会
に
向
け
、
特
訓
中
か

も
⋮
当
日
が
待
ち
遠
し

く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

（
平
成
29
年
11
月
8
日
付

の
投
稿
で
す
）

ソフトダーツ大会

歌碑（太宰府市歴史スポーツ公園）
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10
月
18
日
（
水
）、
19
日

（
木
）
京
都
市
に
お
い
て
、
約

1
6
0
0
名
が
参
加
し
、
第

46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

第
46
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

全国老人クラブ連合会関連事業の報告

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大

会
は
3
部
会
に
分
か
れ
、
第

1
部
会
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

を
新
地
域
支
援
事
業
に
活
か

す
」、
第
2
部
会
「
組
織
的
推

進
に
よ
る
会
員
増
強
運
動
の

展
開
」、
第
3
部
会
「
演
じ
る

活
動
」
で
、
演
劇
、
合
唱
、
ダ

ン
ス
、
伝
統
芸
能
な
ど
が
発
表

さ
れ
、
実
演
発
表
と
と
も
に
、

普
段
の
活
動
状
況
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
市
老
連
か
ら
は
、
総
務

部
会
部
員
等
8
名
が
参
加
し
、

大
会
で
は
、
次
の
役
員
・
団

体
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

《全老連会長表彰》

　老人クラブの三大運動「健康・友愛・奉仕」について、高齢者
教室（認知症予防・長寿等の講座や講演を区役所、医療機関と連携）
を毎年実施。また、グラウンド・ゴルフやゲートボール、友愛訪問、
地域清掃活動など各分野で、地域の各種団体と連携を図りながら
意欲的に活動され、老人ホーム慰問（南京玉簾）も行っている。

高取西千寿会（早良区 高取校区）【優良老人クラブ表彰】

　老人クラブ連合会の基本活動を推進しながら、地域に根を下ろ
した活動を実施している。特に、友愛訪問活動は 72 名で、年間
延べ 1763 回の活動を実施している。また、公民館と共催で「東
若久カレッジ」の開催（年 7 回）、カラオケを楽しむ会（年 12 回：
延べ 250 名）や健康活動のグラウンド・ゴルフを実施している。

東若久校区シニアクラブ連合会（南区）【優良老人クラブ表彰】

佐藤　光
（福岡市老人クラブ連合会副会長・中央区）

【育成功労者表彰】

《厚生労働大臣表彰》

老人クラブ育成功労者表彰 木内　潤子
（福岡市老人クラブ連合会副会長・中央区）

老人クラブ育成功労者表彰 大森　節子
（福岡市老人クラブ連合会理事・西区）

優良老人クラブ表彰 梅林三丁目千歳会
（城南区 七隈校区）

優良市区町村
老人クラブ連合会表彰 南区シニアクラブ連合会

（福岡市南区）

《開　催　日》　平成 29 年 8 月 8 日（火）、9 日（水）

《会　　場》　全社協「第 3 〜 5 会議室」

《参　加　者》　西区老連　麻生　昭雄

《テ ー マ 》　すべての地域にクラブの設置を！～  新設クラブの推進

《事例発表》　「新設クラブの立ち上げ」

　　　　　   「新地域支援事業の参画を目指す」・グループ討議

第 35 回 都道府県・指定都市
｢老人クラブリーダー中央セミナー｣

《開　催　日》　平成 29 年 11 月 16 日（木）、17 日（金）

《会　　場》　全社協「第 3 〜 5 会議室」

《参　加　者》　市老連副会長　　木内　潤子

　　　　　  東区ねんりん連副会長　八尋　和江

《テ ー マ 》　「示そう！女性パワー」

《事例発表》　「役割を担って、解散クラブを防ごう！

　　　　　　単位クラブの会長役割と後継者育成について」

第 29 回「老人クラブ女性リーダーセミナー」

《開　催　日》　平成 29 年 7 月 6 日 ( 木 )、7 日 ( 金 )

《会　　場》　佐賀県「ホテルグランデはがくれ」

《参　加　者》　市老連理事等 14 名

テーマ・研修プログラム

◎講　演

　テーマ「お迎えが来る迄、老後を健やかに」

　講師　　佐賀県老人クラブ連合会　副会長　髙松　昭三  氏
◎全体会

　3 つの研究部会の事例発表要旨と議論された意見の集約を、

　各研究部会の司会者から発表されました。

◎基調報告「老人クラブ組織の発展に向けて」

　全国老人クラブ連合会　常務理事　齋藤　秀樹  氏

◎事例発表・グループ討議

　第 1 研究部会「健康づくり・介護予防活動の推進」

　第 2 研究部会「友愛活動（高齢者相互の支え合い）の推進」

　第 3 研究部会「会員増強（100 万人会員増強運動）の推進」

九州ブロック老人クラブリーダー研修会

１日目

2 日目

第 2 研究部会
（発表者：東区ねんりん連　八尋副会長）

（敬称略）
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金まで。7 手目 2 二の金は飛で取るのが良く、金
で取ると詰みません。
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　以上が審査員の講評です。70 代から 80 代の作品が中心でしたが、
年齢を感じさせない見応えのある美術展でした。

第 47回 福岡市高齢者美術展審査員講評

12 ページに掲載している「福岡市高齢者美術展」
審査員の講評をご紹介します。

「市長賞、大森冨士子さん。漢字行草体巻子
仕上げで、よく書き込みをされた大作です。
金賞、髙田喜代子さん。92歳の年齢とは思
えないメリハリのきいた佳作でした」

【書】
池末礼禧先生

「厳選な審査の結果、局長賞に塚本保さんの
『玄界灘の怒濤』に決めました。どんより曇っ
た空のもと、岩礁に当たって砕ける怒涛の迫
力が伝わってくる作品です」

【写真】
西園禮三先生

「市老連会長賞の船越幸子さんの『祭りのあ
と』は、大人に手を引かれた、はっぴ姿の子
どもの背中を中心にした構図と、しっかりし
た描写力で祭りが終わった直後の空気感が良
く表現されている作品です」

【洋画】
尾花剛先生

「最高年齢者賞が男女ともに工芸から出たこと
は非常に嬉しいことです。会長賞『精霊の創造』
はプリミティブな魅力にあふれていました。他
賞も僅差で力作揃いです。来年も意欲あふれる
作品が多く見られることを期待いたします」

【工芸】
松尾まさこ先生

「受賞作は、彩画・水墨画とあり、題材や表現
技法も異なり、順位を付けるのに難儀しまし
た。しかし、その中で太陽に向かって一斉に
花開いている『ひまわり』を描いた吉田英明
さんの作品は、構図も良く彩色技法にも優れ
た大作。市老連会長賞に選ばれました」

【日本画】
榊孝陽先生

 美術展ギャラリートーク（書：池末礼禧先生）
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私たちは福岡市老人クラブ連合会の活動を応援しています

賞・部門 氏　　　名 作　品　名

特
別
賞

福岡市長賞 　　　 書 大森 冨士子（中央区） 良寛の詩 5 首
市保健福祉局長賞 写真 塚本 　保　（城南区） 玄界灘の怒濤
市老連会長賞 洋画 船越 　幸子（東　区） 祭のあと

市老連会長賞 日本画 吉田 　英明（東　区） 豊後高田の
ひまわり畑

市老連会長賞 工芸 田中 海佐子（南　区） 精霊の創造

金　

賞

洋　画 豊田 　忠弘（東　区） バラそして薔薇
日本画 三浦 　啓克（城南区） 夕暮れの棚田

書 髙田 喜代子（早良区） 王維詩
写　真 上田　 學　（東　区） 光と影、男と女
工　芸 竹原　 滋　（中央区） 茶道具

最高年齢者賞
男性（工芸） 竹原 　滋　　（中央区）94 歳 茶道具
女性（工芸） 上野 サダ子　 (西　区)100 歳 いつまでも咲き続けます

1
0
8
点
の
力
作
、
一
堂
に
展
示

広
告
協
賛
へ
の
お
礼

　

こ
の
度
は
、
福
岡
市
老
連
へ
の
広
告
掲

載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
健
康
・

教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
交
流

の
輪
が
広
が
る
よ
う
願
っ
て
刊
行
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
末
永
く
ご
厚
誼
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
回
は
、
福
岡
市
の
＂
よ
か
ド
ッ

ク
＂
検
診
の
ご
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
。

5
0
0
円
で
1
万
円
程
度
の
検
査
が
受

け
ら
れ
ま
す
。「
ご
案
内
セ
ン
タ
ー
」
は

お
近
く
の
医
療
機
関
を
紹
介
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
高
齢
者
美
術
展
」
は
高
齢

者
の
生
き
が
い
を
高
め
、
文

化
活
動
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

29
年
度
は
10
月
26
日
（
木
）

か
ら
10
月
31
日
（
火
）
の
6

日
間
、
福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館

の
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ

れ
、洋
画
33
点
、日
本
画
11
点
、

書
18
点
、
写
真
33
点
、
工
芸

13
点
の
合
計
1
0
8
点
の
作

品
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た

会
期
中
に
は
7
0
0
名
を
超

え
る
方
々
が
来
場
さ
れ
、
力

作
の
数
々
を
じ
っ
く
り
鑑
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
美
術
展
最
終
日

の
10
月
31
日
（
火
）
に
行
わ

れ
、
市
長
賞
、
市
保
健
福
祉

局
長
賞
、
市
老
連
会
長
賞
の

特
別
賞
を
は
じ
め
、
入
賞
者
、

男
女
の
最
高
年
齢
者
を
合
わ

せ
て
32
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
は
、
交
流
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
部
門
別
に
審
査
員

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
行
い
、
出
品
者
は
熱
心
に

講
評
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
作

品
に
、
多
く
の
来
場
者
の
感

動
を
呼
び
、
好
評
の
う
ち
に

美
術
展
を
終
了
し
ま
し
た
。

市老連会長賞 日本画

市老連会長賞 洋画

市保健福祉局長賞 写真吉田　英明（東　区）
豊後高田のひまわり畑

市老連会長賞 工芸

田中 海佐子（南　区）
精霊の創造

塚本　保（城南区）
玄界灘の怒濤

船越 　幸子（東　区）
祭のあと

福岡市長賞　書 大森 冨士子（中央区）
良寛の詩 5 首

第
47
回 

福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

（
11
ペ
ー
ジ
に
は
審
査
員
の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

表彰者一覧（敬称略）


